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Abstract 
Experiment日 ongas absorption of pure巴arbondioxide by wat白rwere carried 
out in several towers packed with 10 mm 巴巴ramicRaschig ring: in order to obtain 
liquid film coefficients directly， and investigated the effects of th巴followingvariables 
on the coe伍cients: -rat巴 ofliquid flow， gas velocity， end effect， height of packing， 
tower diameter. 
We obtained the following experimental results. When the temperature was 
redu巴edto 150C. 
1) The coefficient was independent of gas velocity. This conclusion agreed with 
the results achieved by previous investigators 
2) kra at above 6000， of liquid rate was proportionate to 0.82 power of this， while 
at below 6000， the coefficient was proportionate to V. 22• 
3) kLαwas inversely proportional to the pipe diameter. 
4) Conspiquous differen巴白 wasobserbed with the data of other researchs in the 
height of packing on 
lcLαX Z-O.6 
5) Following experimental equations wer巴:
Y = α ( 土) 匁 (ームr5 
Range of Experiments 
L > 3000α=5400 叫 =0.82
< 3000α=310 叫=1.22
Gas velocity 40~ 2，500 kg/m2・hで




0.3 ~0.8 m 
1. 緒 -z E司
液体によるガス吸収は他学工業上重要で，共の研究も種々行われているが，主として物理
(47) 
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吸収の研究で，化学反応を伴なう吸収については，現在行われつつあるが，その数は極めて少








各個境膜係数 kua，kLaを物理吸収より求め， 化学吸収の場合の反応係数。を 8ニ X/tanhX
(X = IliA"D L/ kょ)より計算で求め，l/Kuaニ 1jkua十ljHskLaより総括吸収係数 KGa引13て
z=NA/Kua.(/JP) lnより塔高を求める方法や， (2) Wilson plot法や， (3)既に報告された諸家の














しても如何にんαの値が不一致であるかは Lynch& Wilke によって明らかで、ある。本実験lと




であり，藤田氏等11 疋田氏等12)も略々同じ傾向を示している。しかし Deed等1めは Lが5000
(48) 
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第 1図実験装置
①充填塔 ②液分布椋 ③液温調節寵 ④定水位稽
⑤貯 槽 ⑥ポ ン プ ⑦ガス整流器 ③ガスメーター





























































































行われ， j吉田と塔!直の液温差が最高 60Cに達した為， (1)式の Csを一定とみなす事が出来ぬ故，







? ????? (2) 
(C8-C)，一(C8-C)2(Cs-C)av = 






kTa oc eO•02 3t L  (4) 
150C のイ「古:に 1~さ算した。
4. 実験結果および考察
a. ガス流速の影響: 液境膜係数に対するガス流速の影響を，液温 16土1.50CIこ於いて，
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てはめ得た。 第 2図 ガス速 j支の影響
b. 液流速の影響: kLa'こ対する Lの影響をしらべる目的で， G = 128.5 kg/m2 • hrの値
の場合lこガス循環を行わず，Lを 500-20，000kgjm'.hr ，こ変化させて実験を行った。
第 2表lζ実験条件を，第 3表に測定数値の一部を，第 3閲，第 4図lこ括めた結果を問示す
る。第2表に於いてはガス分析結果よりの炭酸ガス消費量と液分析結果による炭陵ガス吸収量
の良い一致を示したものを塔径，層高の異った各塔について記載した。また有効接触I市積αに
ついては藤田氏同等の方法により LjαrμLVS.αjatより求めた。また記載した (kLa)川 7は前式
(1)で求めた (kLa)"cを(4)式により 150C，こ換算した数値で， これを図示すると土 10~;:' の範囲
で第3図の直線上に点綴される。 この点より爾後の計算に用いた kLa は凡で;;r~ 3凶より求め
たものである。
第 2表 実験条件
ゴ3 ス 流 速 40~2，500 kg/m'・hr
液 流 速 400~20，OOO kg/m"hr 
ガ ス 濃 度 95~99.5 。//。
7ゴ ス 温 度 17~20 。C
液 温 度 7.5~25.0 。C
統 1頃 塔 径 O.02~O.10 m 
充填 j答径層高 O.3~0 .8 m 
(52) 






































































Liquor Conc1 L-Ts 
Se巴.area I HeIl!ht 1一一一一一一一一一丁 ルL'"
|品|巴auil. Outlet a. lat 15 f'C] 
[mつ ! rm] I fkg/向日20J [kg/k邑日20JI I l/hr 
13.82XlO-' [ 0.8 1.521X10--3ωxrJ 弘 7: 0.293 
1.521 0.887 49.4 1 1.2 
1.542 0921 60.8 I 2.75 






13.82)< 10-'! 0.8 I 2却 5X10-31 1.470x町 3I 34.8 
1
1 1.18 
2.537 1.728 43.2 1 2.65 
1. 759 65.2 1 10.2 
1. 715 79.6 I 17.5 
1.672 88.2 I 24.8 
2.375 








ら71x町 4I 0.8 1・890X町 '10蹴川 3! 47.5 [ 1.5 
I 1.890 1.048 61.8! 3.8 
1.976 I 1.152 87.2 ' 14.0 
I 2日 I 1.129 似 17.5
5山 O-':! 0511跡 1031om1031523|26
1.782 i 0.851 61.8! 4.4 
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らの研究でも指摘されている。 -:r--5 -61-:-8 9fo4 
L [kg/m2・hrJ
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第 5図 (Sh)(SC)ψ (Re)L 








T ¥ 2/3 
(Sh)ニ 0，015(っ三一) (SC)I(3 
¥ UμL / 
の (SC)Lの指数が 1/2でなく 1/3としている点や， αの算出が明確でない点に原因があるもの
と考えられる。
c. End e貸ect: 充填l苔でガス吸収を行う場合lこは， 液ーガスの接触は充民層の内部だ
けでなく，塔頂部および塔底部においてもおこり，塔入口および出口の組成から計算した係数
(55) 
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第 6図 Endeffect 
d. 層高の影響: kLαが端効果以外に充填層高に影響ある点(こ関して，先に藤田氏81
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zニ 0.15~1 目 13m ~こ於いて End effectのタいと kLaが ZO.19，こ逆比例する事?を，更に工業的装置で
またその結呆は土20%の範囲内で Sherwood-Holloway Hor，が ZO.2Vこ比例する事を認めた。
此の事実は液境膜が層流の時は特に影響が大であのデータと板めてよい一致を示している 10)
一方 vanKrevelenもまた管内の伝言;:を考えても定性的lこ合致する。る事は言うまでもなく，
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s--9To-j 3 4 
D [m) 
D 対1も ~a第 8図
ただし，図lこは分布器は openのみのものを示し， nozzleは補正係数2.16を乗じたものを，又
アすなわち，前述の犬木氏の結果と考え合わせて，層高は凡て O.8mの数値のみを採用した。
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ピ二日(えy-n(品工)'"
著者らも同一溶質ガスを用いて同一温度条件下で行った実験に対して第3表の数値lこEnd




¥μL / ¥ρLUL/ 
Lく3000
2二 3叫ji)122(ぷ tS
しかし前述の Sherwood-Hollowayの式は有次元である故， Fujita"¥ van Krevelen2)等
は無次元の式に改良すべく努力した結果次式を得ている。
Fujitaの式
/ A T ¥ 2/3 r 、
Sh/(パScω)仰 = 0.025 ( 一 ) ~ (，uμ主釘/ρι2σω)巾
¥ u必'/J.L / 、 J
van Krevelenの式
I T】¥1/3 I T ¥ 2/'
sh/(SC)113405〈?ハぷジ
しかして上述の 2式については αの影響を戎る程度許容値をとれば藤田の式がより信頼性
がもたれる故著者らは此の 10mm 9 /'グによる結果より次の実験式を求め得た。
sh/(SC)L1/2ZOO25(£)勺(みr3/zr2-0.6
上記の計算に使用した DL， μL，PLはいずれもI.C.Tの値またわ水に対する債を用いたo
g. 既往文献との比較: 第9図，第4表に第4閲lこしめした場合と同じく Sherwood-
Hollowayの式の検討に対する著者の結果の外に，既往の研究者達の結果も示し，又文献値と
の比較とそれらの実験条件を示した。 kLaはすべて (2)式により更に(4)式で 150Cに換算し，
又 O2に対するデータは CO2になおしたものである。
著者等のデータは液流速の高い範囲では八田氏等刊の直線と同ーの傾斜を有するが約17%
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5 I Hikita 
kJ:白=3.55V.56 I 1O ~70 I 1O ~25~ぞosC.02-E20 7~9 Glass 191)(860 
!CJ:α=5.07V.54 I 6~60 I CO2'-H20 7~12 10mm I 50 X (100-330) abs. Alass 
kLa==2.39乙0.74I 15~40 8~25;;;; CO2-H20 7~18 18mm abs. Gla~; .~phere IーX815
kJ:日=1.84V.88I 4~45 CO2-H02 17~20 Carbon I 250x 1400 desorp. rmg 
kL日=3.30[，0."I 3~28 98%CO，-H20 7~19 10mm I 50x500 absorp Glass 
kLa==4.56LG.79 I 3~28 I 98%C20-H20 7~19 10mm I 50)( 500 absorp Glass 
d1mmors 6 I ';:.::;:~.:"':..w Osborn 
Sherwood 7 I Ruckmann 
??? ?? ?????
9 I Ko巴h I kLα== 
10 I Authors I kLa=1.82[，O.82 I 1~22 I 98;';∞2-H20 5~25 ~ - I absorp 10mm I 54x800 Rasching I 
(60) 
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